














ate act of 
reading.  I surrender to the text w
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in the Teaching M
achine) ヨーロッパのさまざまな言語に







とは特別な愉しみとなる。それとともに、言葉が生み出される瞬間に居合わせる翻訳者 しては、これまでの偏 を恥じつつ、遅れ馳せながら日本語のうちに、日本語の文学の言葉のうちに浸ることを愉しみた と思っている。
子ども時代から今にいたるまでさまざまなものを読んで






訳に特有の不自然な にはときおり意識が向かうこともあったかもしれ いが、しかしそれもおそらく「外国文学」だからということでさして気 もしていなかっ ように思う。しかし、自分で英語やドイツ語の文学テクストを読むようになると、そしてその言語の感覚を肌で感じるようになればなるほど、日本語 表現 れた のがまったく別のものになってい いう感覚をぬぐい去るこ がなくなる。その「別の の」が原作の代替物にすぎないやまぐち・ひろゆき
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（河出書房新社、二〇一四年） 、イルマ・ラクーザ『ラングザマー──世界文学でたどる旅』 （共和国、二〇一六年） 。
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